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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エタノール供給原料をエチレンに脱水し、次いで、エチレンをエチレンオキシドに酸化
する方法であって、
ａ）　工程ｅ）から得られた流出物との熱交換によって、前記エタノール供給原料を７０
～１３０℃の範囲内の温度に予熱するための場合による工程；
ｂ）　７０～１３０℃の範囲内の温度で操作して酸性固体によりエタノール供給原料を前
処理して、前処理されたエタノール供給原料を生じさせるための場合による工程；
ｃ）　前記前処理されたエタノール供給原料と、工程ｇ）からの出口に再循環させられた
エタノールを含む希釈水の流れの少なくとも一部とを含む気化供給原料を、交換器におい
て、工程ｅ）の最後の反応器から得られた流出物との熱交換によって気化させて、気化し
た供給原料を生じさせるための工程であって、前記気化供給原料は、０．１～１．４ＭＰ
ａの範囲内の圧力で前記気化工程に導入される、工程；
ｄ）　圧縮機において前記気化した供給原料を圧縮しかつ過熱した状態として、圧縮され
かつ脱水セクションｅ）に供給するための温度にある供給原料を生じさせるための工程で
あって、前記圧縮機は、復水タービンによって駆動され、該復水タービンの取入れ口には
、酸化セクションｉ）において気化したクエンチ流であり、復水タービンを出る排気流は
、酸化工程ｉ）に再循環させられる、工程；
ｅ）　少なくとも１基の断熱反応器において、圧縮された供給原料を脱水するための工程
であって、前記供給原料の水対エタノールの重量比は１～４の範囲内であり、該断熱反応
器は、少なくとも１種の脱水触媒を含有し、該断熱反応器において脱水反応が行われ、３
５０～５５０℃の範囲内の入口温度および０．３～１．８ＭＰａの範囲内の入口圧力で操
作する、工程；
ｆ）　工程ｅ）の最後の断熱反応器から得られた流出物を、１．６ＭＰａ未満の圧力でエ
チレンを含む流出物と、水を含む流出物とに分離するための工程；
ｇ）　工程ｆ）から得られた水を含む流出物の少なくとも一部を精製しかつ処理された水
の少なくとも１つの流れとエタノールを含む希釈水の流れとに分離するための工程であっ
て、該エタノールを含む希釈水の流れは、気化工程ｃ）の上流に再循環させられる、工程
；
ｈ）　工程ｆ）から得られたエチレンを含む流出物を圧縮するための工程；
ｉ）　工程ｈ）から得られた流出物をエチレンオキシドに酸化するための工程であって、
この酸化工程は、少なくとも１基の管状酸化反応器を含み、該管状酸化反応器は、工程ｄ
）から得られた前記クエンチ流の気化によって冷却され、こうして再加熱された前記クエ
ンチ流は、工程ｄ）に再循環させられる、工程
を含む、方法。
【請求項２】
　前記圧縮された供給原料は、単一相タイプのガス交換器において、工程ｅ）の最後の断
熱反応器から得られた流出物との熱交換によって加熱される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記工程ｈ）から得られた圧縮された流れは、精製を経る、請求項１または２に記載の
方法。
【請求項４】
　圧縮された供給原料の圧力は、０．３～１．８ＭＰａの範囲内である、請求項１～３の
いずれか１つに記載の方法。
【請求項５】
　工程ｅ）の最後の断熱反応器から得られた流出物は、２７０～４５０℃の範囲内の温度
および０．２～１．６ＭＰａの範囲内の圧力にある、請求項１～４のいずれか１つに記載
の方法。
【請求項６】
　脱水工程ｅ）は、１基または２基の反応器において行われる、請求項１～５のいずれか
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１つに記載の方法。
【請求項７】
　工程ｅ）において用いられる前記脱水触媒は、無定形の酸触媒またはゼオライト性の酸
触媒である、請求項１～６のいずれか１つに記載の方法。
【請求項８】
　前記エタノール供給原料は、３５～９９．９重量％の範囲内の重量百分率のエタノール
を含む、請求項１～７のいずれか１つに記載の方法。
【請求項９】
　前処理するための場合による工程ｂ）は、アニオン交換樹脂を用いる前処理によって補
足される、請求項１～８のいずれか１つに記載の方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　生じたエチレンオキシドは、多くの生成物、例えば、グリコール、ポリオール、エトキ
シラート、グリコールエーテルまたはエタノールアミンの合成における反応中間体である
。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　本発明によると、脱水方法は、前記気化供給原料を気化させて気化した供給原料を生じ
させるための工程ｃ）を含む。前記気化は、脱水工程ｅ）から得られた流出物との熱交換
によって熱交換器において行われる。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　圧縮に必要な機械動力は、復水タービンによって供給され、この復水タービンのための
取入れ口には、酸化セクションｉ）において気化したクエンチ流（１２）である。復水タ
ービンを出る排気流（１３）は、工程ｉ）における反応媒体との熱交換に起因する新たな
気化のために酸化工程ｉ）に再循環させられる。場合によっては、過渡状態をオフセット
するために、この動力は、工程ｄ）の圧縮機のドライブシャフト上の当業者に親しまれて
いるタイプの回転機、例えば、電動機または第２のスチームまたはガスのタービンの存在
によって補足されてよい。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００６２】
　圧縮され、場合によっては、前記単一相タイプのガス交換器において加熱された前記供
給原料は、次いで、有利には、炉に導入され、脱水反応温度に適合する少なくとも１基の
断熱反応器の入口温度とされる。この単一相タイプのガス交換器は、当業者にその技術が
知られている交換器であり、このものは、大きな交換表面を提供しながら圧力降下を最小
にするために用いられ得る。この低圧の気／気交換は、交換器の壁と通じた低い熱流束密
度（低い伝達係数）を含み、これは、大きな交換表面を有することを必要とする。さらに
、圧力の損失は、工程ｄ）の圧縮機の負荷を制限するために最小にされなければならない
。例として、この交換器は、Alpha Lavalによって提供されるPackinoxタイプの、シェル
中の加圧式板状交換器であってよい。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
　軽質ガスおよびエタノール、好ましくはアセトアルデヒドおよびエタノールを含有する
流れが、有利には、分離され、工程ｆ）に再循環させられてもよい。
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